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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、アジアの歴史的都市の再

生を総合的に明らかにする全体構想の第一

歩として、東アジア・東南アジアにおける主

要都市を対象とし、近年の園犀星の展開過程

を空間論的及び社会論的に認識・把握しなが

ら、都市史研究をベースにした都市再生のた

めの方法論を一段と拡大・精緻化し、現代都

市の創造に向けての歴史的な諸課題や論点

を抽出することにある。 

 

２．研究の進捗状況 

 第一年度にあたる平成 19 年度は、年度テ

ーマを共通テーマの「１．歴史的都市の形成

過程とその諸類型」とし、同時の研究分担者

とともに、これまでの研究業績をさらに精緻

かつ深化させることが重要な計画となった。

研究組織の研究単位Ａでは上海・北京・台北

（高村雅彦担当）、Ｂではルアンプラバン（大

田省一担当）が現地調査や文献史料の考察を

行って、類型化に結びつける作業を実施した。

その研究の一環として、平成 19 年 7 月には

ダサック・オウセンタパンヤ（ラオス国立大

学建築学部教授）、スーカン・チッタパンヤ

（同主任）、ソムチット・シッチバン（同副

主任）を招聘し、国際シンポジウム「アジア

の都市再生Ⅳ―ラオスビエンチャンとルア

ンプラバン―」を開催し、アジアに共通する

都市再生のための視点を見出した。とくに、

歴史的遺産の何を活かして都市再生に結び

つけるかといった点では、台北・上海・北京

が今後の主な対象都市となった。 

平成 19 年度の共通テーマ「１．歴史的都

市の形成過程とその諸類型」を踏まえて、平

成 20 年度は共通テーマ「２．都市再生の展

開過程に見る空間論的及び社会論的特性」に

ついて研究を行った。具体的には、都市再生

の展開過程に関する都市類型との関連が共

通のテーマとなり、A 上海・マカオ・台北、B

ルアンパバーン・シンガポール、C ソウル・

東京・島原を主な対象とし、主な資料調査先

としてはマカオ・アーカイブセンター、上海

図書館、シンガポール国立公文書館、フラン

ス国立公文書館、台湾公文書館分館などから

多くの資料を得た。とくに、上海では万博開

催で様々な都市開発が進むなか、一方で歴史

的な建築遺産をいかに保存しながら新たな

開発計画を行うかが大きなテーマとなって

おり、水辺の整備ととともに魅力的な変容を

とげつつある。また、ルアンパバーンでは仏

領期の建築を巧みに利用しながら、観光化へ

結びつけつつ、きちんとした生活を維持する

ための方策などが作られていることを明ら

かにした。 

平成 20 年度の共通テーマ「２．都市再生

の展開過程に見る空間論的及び社会論的特

性」の成果を踏まえて、平成 21 年度も同じ

テーマによって対処を広げつつ研究を行っ

た。具体的には、都市再生の展開過程に関す

る都市類型との関連が共通のテーマとなり、

A 上海・マカオ・台北、B ルアンパバーン・

シンガポール、C ソウル・東京・島原を主な
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対象とし、主な資料調査先としてはマカオ・

アーカイブセンター、上海図書館、シンガポ

ール国立公文書館、フランス国立公文書館、

台湾公文書館分館などから多くの資料を得

た。とくに、上海においては万博の開催でい

かに都市整備が行われているのか、また島原

は歴史的な考察として報告書を作成中であ

る。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

計画では、多数の都市を対象とすることか

ら、個々にどれほどの成果を上げることがで

きるか難しい面を抱えていた。しかしながら、

広く浅くではなく、個々に深度のある成果が

あげられていて、それゆえに多くの報告書を

最終年に刊行することが可能となった。 

 

４．今後の研究の推進方策 

平成 22 年度は、最終年にあたり、これま

での成果を報告書にまとめることが最も重

要な作業となる。報告書は「島原 歴史都市

の復権」、「銀座 芝居町木挽町とだいこん河

岸の復元作業」、「アジア都市の再生Ⅰ―上海、

シンガポール」、「アジア都市の再生Ⅱ マカ

オ」の四部を刊行予定である。これにより、

日本を含めたアジアの都市再生の差異のみ

ならず、今後の個々の国での取り組み方のＨ

各研究を通して、いかなる都市再生が一般化

しうる解答として見出せるかが目標となる

であろう。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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